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カ
ス
型
動
詞
の

一
展
開

―
―
ワ
カ
ラ
ス
の
成
立
か
ら
フ
ラ
ケ
ル
の
派
生

へ
―
―

は
じ
め
に

語
末
が
～
カ
ス
の
形
に
な
る
四
段
活
用
の
他
動
詞
、
い
わ
ゆ
る
カ
ス
型
動
詞

に
つ
い
て
は
、
阪
倉

（
一
九
四
六
）
以
来
多
く
の
論
考
が
あ
り
、
そ
の
形
態
や

表
現
価
値
の
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
中
古
中
世
の
語
に

関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。　
一
方
江
戸
時
代
以
降
に
つ
い
て
は
、
青
木

（
一
九
九

八
ａ
、
ｂ
）
に
お
い
て
そ
の
消
長
の
様
相
が
体
系
的
に
述
べ
ら
れ
、
お
よ
そ
の

状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
の
、
未
だ
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

カ
ス
型
動
詞
の
一
つ
で
あ
る
ワ
ラ
カ
ス
は
、
近
世
以
降
現
わ
れ
た
も
の
で
、

現
代
の
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
口
頭
語
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ

る
。
本
稿
で
は
こ
の
フ
ラ
カ
ス
の
成
立
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
派
生

し
た
と
考
え
ら
れ
る
自
動
詞
ワ
ラ
ケ
ル
の
派
生
に
言
及
し
、
両
語
が
現
代
語
の

語
彙
体
系
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

な
お
、
カ
ス
型
動
詞
は
、
ト
ド
ロ
ク
に
接
尾
辞
ス
が
結
合
し
た
ト
ド
ロ
カ
ス

な
ど
の
本
来
型
、
タ
ブ
ル
に
硼
扶
し
た
接
尾
辞
功
ス
の
結
合
し
た
タ
プ
ラ
カ
ス

な
ど
の
応
用
型
に
区
別
さ
れ
る
が
、
本
稿
で

「カ
ス
型
動
詞
」
と
称
す
る
際
は
、

橋

本

行

洋

特
に
断
ら
な
い
限
り
応
用
型
の
も
の
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

一　
ワ
ラ
カ
ス
の
意
味
と
出
自

現
代
語
に
お
い
て
、
フ
ラ
カ
ス
と
い
う
語
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。

１
ハ
ラ
ポ
ン
の
く
る
よ
、
首
ス
ジ
の
い
く
よ
、
花
王
名
人
劇
場
等
々
無
数
の

番
組
で
笑
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
（宝
島
特
別
編
集

『１
９
８
０
年
大
百
科
』

一
九
九
〇
年
）

２
大
船
渡
じ
ゃ
新
築
で
２
Ｄ
Ｋ
で
月
４
万
。
お
ま
け
に
駐
車
場
料
１
０
０
０

円
″
　
笑
か
す
よ
な
ぁ
。
（宝
島
編
集
部
編

『Ｖ
Ｏ
Ｗ
６
』
一
九
九
四
年
）

３

一
番
笑
か
し
て
く
れ
た
の
が
町
は
ず
れ
の
そ
の
小
さ
な
郵
便
局
…
中
略
…

ど
う
や
ら
そ
こ
の
郵
便
局
は
“
年
秋
に
実
施
さ
れ
た
国
際
郵
便
料
金
の
値

上
げ
に
ま
だ
気
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
（小
田
空
『中
国
い
か
が

で
す
か
？
」
二
〇
〇
〇
年
）

こ
の
よ
う
に
、
ワ
ラ
カ
ス
は

「滑
稽
な
行
為
に
よ
っ
て
相
手
を
笑
う
よ
う
に
さ

せ
る
」
意
の
口
頭
語
表
現
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
俗
語
性
の
故
か
、

文
献
に
お
け
る
用
例
は
余
り
多
く
な
い
。
そ
こ
で
関
西
の
大
学
生
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

（関
西
大

・
梅
花
女
子
大

・
花
園
大

・
仏
教
大
計
二
〇
〇
名
に
、



二
〇
〇
〇
年
五
月
実
施
）
を
行
つ
場
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
カ
ス
を
使
う

¨
一
六
四
名

（８２

・
０
％
）

ワ
ラ
カ
ス
を
使
わ
な
い
が
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
¨
三
四
名

（１７
・
０
％
）

ワ
ラ
カ
ス
を
使
わ
な
い
し
、
知
ら
な
い
】
二
名

（１

・
０
％
）

す
な
わ
ち
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
ワ
ラ
カ
ス
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
八
割
以
上

の
者
が

「使
う
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
回
答
の
中
に
見
ら
れ
た
指
摘
と
し
て
、

４
対
等
な
立
場
の
人
が
く
だ
け
た
雰
囲
気
の
中
、
笑
わ
せ
る
時
に
使
う
の
で

は
な
い
か
。
（関
西
大

。
奈
良

。
女
）

の
よ
う
に
、
日
語
な
い
し
俗
語
的
表
現
で
あ
る
と
い
う
も
の
や
、

５

「
お
も
し
ろ
い
や
ろ
？
」
と
い
う
代
り
に

「笑
か
す
や
ろ
？
」
と
い
っ
た

り
す
る
。
（関
西
大

。
兵
庫

・
女
）

の
よ
う
に
、
「お
も
し
ろ
い
」
意
の
形
容
詞
的
表
現
に
用
い
る
と
す
る
も
の
、

６

「真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
に
笑
か
さ
な
い
で
。」
な
ど
と
使
う
。
小
学

生
の
こ
ろ
、
給
食
の
牛
乳
を
飲
む
時
に
よ
く
、
「笑
か
さ
ん
と
い
て
。」
と

い
う
風
に
使
っ
た
。
（梅
花
女
子
大

。
兵
庫

。
女
）

７
何
か
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
時
に
、
友
達
が
横
か
ら
邪
魔
す
る
よ
う

な
感
じ
で
…

「人
が
真
面
目
に
や
っ
て
ん
の
に
、
ま
た
そ
う
や
っ
て
笑
か

す
―
。

」
と
い
う
具
合
に
使
う
。
（関
西
大

。
大
阪

。
女
）

の
よ
う
に
、
相
手
が
笑
っ
て
は
い
け
な
い
状
況
に
あ
る
時
に
無
理
や
り
笑
わ
せ

よ
う
と
す
る
意
で
あ
る
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
郡

（
一
九
九

七
）
に
は
７０
．６０
．５０
代
各
三
名
、

４０
。３０
代
各
四
名
の
大
阪
市
方
言
話
者
計

一
七

名
を
対
象
と
し
た
調
査
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
カ
ス
を

「自
分
で
使
う
」
一
一
名
、
「知
つ
て
い
る
が
自
分
で
は
使
わ
な
い
」
六
名
、
「知

ら
な
い
」
０
名
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
比
較
的
高
い
年
齢
層
で
も
ワ
ラ
カ
ス
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ワ
ラ
カ
ス
の
早
い
例
は
、
管
見
で
は
次
の
よ
う
な
幕
末
頃
の
も
の
で
あ
る
。

８
安
「ま
て
ノ
ヽ
丸
か
ら
ァ
とヽ
。
〈お
撹
ひ
籍
に
理
し
、
藤
に
与ょ五ご能
を
な

ほ
し
跡
相
続
い
た
さ
せ
べ
く
、
夫
に
つ
き
て
も
与
五
郎
の
了
簡
、
ま
へ
ま

へ
の
ご
と
く
兄
を
置
て
家
督
は
死
で
も
い
た
さ
ぬ
な
ど
、
固
苦
し
き
事
ま

う
し
鵬
候
て
は
理
あ
か
ず
霊ヽ
識
／々ａ
御ご
野
則
な
し
、
さ
れ
た
く
。〉
ヘ
ン

笑
か
し
や
ァ
が
ら
ァ
と
ん
ち
き
は
つ
つ
け
御
異
見
も
ね
へ
も
ん
だ
。
（梅
亭

金
鵞

「柳
之
横
櫛
』
三
編
巻
之
中
。
十
五
／
一
八
五
三
年
以
後
）

９
む
す
「ト
キ
ニ
呑
好
子
、
け
さ
う
ち
を
で
る
と
き
は
な
ん
だ
か
乳
ば
な
れ
が

し
ね
へ
や
う
で
、
大
き
に
ふ
さ
ぎ
の
む
し
と
き
た
が
、
モ
ウ
こ
ゝ
ら
ま
で

ふ
み
だ
し
ち
や
ア
、
さ
き
を
い
そ
ぐ
気
に
な
る
か
ら
、
よ
つ
ぽ
ど
わ
ら
か

ｕ
て
し
ま
ふ
じ
や
ア
ね
へ
か
。
（仮
名
垣
魯
文
『滑
稽
冨
士
詣
』
初
編
―
上
／
一

八
六
〇
年
）

ま
た
、
三
好

一
光
編

『江
戸
語
辞
典
』
２

九
七

一
）
に
は
、

１０
＼
こ
の
ご
ろ
世
間
の
人
々
が
、
笑
か
し
ゃ
ア
が
る
、
お
あ
い
だ
と
云
ふ
が

癖
。
（文
久
年
間

〈
一
八
六

一
～
六
四
年
〉
大
津
絵
節

「な
く
て
七
癖
し

の
例
が
引
用
さ
れ
、
「笑
か
し
ゃ
あ
が
る
」
が
当
時
の
流
行
語
で
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
ワ
ラ
カ
ス
は
本
来
、
ワ
ラ
カ
シ

ャ
ア
ガ
ル
な
ど
の
言
い
方
で
、
江
戸
の
口
頭
語
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
期
の
例
と
し
て
は
、

ｎ
「菱
鵬
に
合ぁ
は
ね
え
も
、
通
耐
％
牡
離
も
あ
る
も
ん
か
、
薙
洲
ｕ
や
あ
が

ら
。

」
と
輝
き
に
気き
勢
ふ
。
（泉
鏡
花

『婦
系
図
』
前
篇
。
九
／

一
九
〇
七
年
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

辞
書
類
に
目
を
転
じ
る
と
、
ま
ず

『和
英
語
林
集
成
』
に
は
、
第
二
版

（
一

八
八
エハ
年
）
に
、

・２
ヨ
＞
”
＞
因
＞
∽
ロ
デ

‐の
Ｃ

幻
ヾ
、
ゝ

”
ｋ
・
♂
２
】じ

↓
ｏ
日
“
ド
０
”
Ｏ
ｏ
早



∽ｏ
●
ｒ
〓
害
二
■
Ｐ

Ｓ
ヽ
Ｓ
ｓ

，

§ヽ
・

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
た
だ
し
、
初
版

（
一
八
六
七
年
）
及
び
第
二
版

（
一
八

七
二
年
）
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
、

・３
わ
ら
１
か
す
□
回
回

令
笑
。
○
わ
ら
は
じ
む
。
わ
ら
ふ
や
つ
に
す
。
俗
語
。

○
冷
淡
に
待
遇
す
。
無
情
に
あ
し
ら
ふ
。
俗
語
。
（落
合
直
文
Ｆ
」と
ば
の
泉
」

一
八
九
八
年
）

・４
わ
ら
か
ｏす

【笑
】
他
動
サ
四
　
③
わ
ら
は
す
。
わ
ら
ふ
や
う
に
す
。
（郁
文

社
編
輯
所

『辞
海
』
修
正
第
１０
版
／
一
九
一
六
年
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、
多
く

「俗
語
」
「国
語
」
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

‐５
わ
ら
か
す
〔笑
〕
笑
は
じ
む
る
こ
と
。
己
を
侮
る
勿
れ
。
Ｆ
Ｉ
し
ャ
あ
が
る
」。

（小
峰
大
羽

『東
京
語
辞
典
』
一
九
一
七
年
〉

の
よ
う
な
、
「東
京
語
」
を
蒐
集
し
た
辞
書
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
フ
ラ
カ
ス
に
つ
い
て
、
関
東
の
大
学
に
通
う
学
生
を
対
象

に
先
程
と
同
じ
調
査
を
行
っ
た

（山
田
昌
裕
氏
、
平
林

一
利
氏
の
協
力
に
よ
り
、

東
海
大
学

・
棚
堵
大
学

・
立
正
大
学

。
大
妻
短
期
大
学

・
埼
玉
短
期
大
学
の
学

生
計
三
〇

一
名
に
二
〇
〇
〇
年
六
月
実
施
）
と
こ
ろ
、

フ
ラ
カ
ス
を
使
う

¨
九
六
名

（３‐

．
９
％
）

ワ
ラ
カ
ス
を
使
わ
な
い
が
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
¨
一
三
三
名

（４４
。２
％
）

フ
ラ
カ
ス
を
使
わ
な
い
し
、
知
ら
な
い
¨
七
二
名

（２３

・
９
％
）

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
カ
ス
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る

者
は
全
体
の
四
分
の
三
に
及
ぶ
が
、
フ
ラ
カ
ス
を

「使
う
」
と
答
え
た
学
生
は

三
割
強
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
関
東

・
関
西
の
学
生
と
も
に
フ
ラ
カ
ス

を

「関
西

（大
阪
）
弁
で
あ
る
」
と
回
答
す
る
者
が
多
く
あ
り
、
ま
た
関
東
の

学
生
の
う
ち

「聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
者
の
中
に
は
、
「関
西
の
お
笑

い
芸
人
が
使
っ
て
い
る
の
を
聞
い
た
」
と
答
え
る
も
の
が
目
立
っ
た
。
「な
に
わ

吉
本
青
春
日
記

わ
ら
か
し
た
ろ
か
／
』
（畑
嶺
明
著
／

一
九
九
六
年
）
と
い
う

よ
う
な
書
名
も
、
「関
西
の
お
笑
い
芸
人
」
の
発
す
る
言
葉
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
付

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
か
つ
て
江
戸
東
京
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
ワ
ラ
カ
ス

は
衰
退
し
、
近
年
で
は
む
し
ろ
関
西
の
言
葉
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
関
東

に
お
い
て
は
、
関
西
か
ら
進
出
し
た
芸
能
人
な
ど
を
媒
介
に
新
し
く
入
っ
て
き

た

「関
西
弁
」
と
し
て
、
フ
ラ
カ
ス
が
受
容
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
現

行
の
国
語
辞
書
に
お
い
て
、
「古
語
」
と
す
る
も
の

（『広
辞
林
』
第
六
版
／

一

九
メ
七
年
）
が
あ
る
一
方
、
「俗
語
」
と
す
る
も
の

（コ
一省
堂
国
語
辞
典
』
第

四
版
／

一
九
九
二
年
）
も
あ
っ
て
、
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
右
の

よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ
　
ワ
ラ
カ
ス
の
成
立

（８
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
）

ワ
ラ
カ
ス
は
ワ
ラ
ハ
カ
ス
に
基
づ
く
語
と
さ
れ
る
。
フ
ラ
ハ
カ
ス
は
、
自
動

詞
ワ
ラ
フ
に
カ
ス
が
接
し
た
カ
ス
型
動
詞
で
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
平
安
時
代

か
ら
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

・６
入
道
、
「己
ハ
、
ロ
ッ
ニ
侍
レ
バ
、
人
ノ
咲
ヒ
給
フ
許
ノ
物
語
モ
知
り
不
侍
ζ

然
ハ

有
ド
モ
、
咲
な
卜
ζ
一有
ス́
、
咲
ン
奉
Ｚ゙
ヵ
ζ

卜
云
ヶ
Ｘ
、
女
房
ハ、
「否
不

為
、
只
咲
分
サ
ム
ト
有
貨
、
猿
楽
フ
シ
給
フ
ヵ
。
其
レ
ハ
物
語
・１
増
ル
事
・ヲ
コ
ッ

有
ァ́
ヽ
云
テ
咲
ヶ
Ｋ
、
入
道

「然
モ
不
侍
ζ

只
咲
ヵ
シ
奉
．ス
ト
思
フ
事
ノ
侍
ル

也
「
云
多

ぐ

女
房
、
「此
ハ
何
事
。
然
ス

疾
ク
咲
多

給
、
何
々
Ｚ
ヽ

責
ヶ
Ｘ
、
入
道
、
立
走
テ
、
物
フ
引
提
テ
持
来
夕
Ｚ

（『今
昔
物
語
集
』
巻
一
一四
・

一
一一
一）

・７
猿
楽
と
申
は
、
お
か
し
き
事
を
い
ひ
つ
ゞ
け
て
人
を
わ
ら
は
か
し
侍
る
ぞ



か
し
。
（蓬
左
文
庫
蔵

『源
平
盛
衰
記
』
三
）

・８
笑
ハ
カ
ス

（「僅
言
集
覧
」
一
七
九
七
～
一
八
二
九
年
）

『和
英
語
林
集
成
』
に
は
初
版
か
ら
登
録
さ
れ
て
お
り
、

・９
■
＞
”
＞
ヨ
＞
バ
ン
∽
口
Ｆ
‐マ
・
ム
ｓ
ゞ
・
幻
ゞ
幻
ド
ヽ
。
●
Ｏ
Ｆ

喘９

Ｓ
ヽ
Ｓ
，

ｓ
，

ミヽ
・
弓
０
日

，
〓
０
”
Ｏ
ｑ
∽０
●
ご
鷹
卜
・

の
ご
と
く
、
ワ
ラ
カ
ス
と
同
様
の
語
釈
が
示
さ
れ
て
い
る

（第
二
版
、
第
二
版
も

同
）。
ま
た
、

２０

「笑
は
か
せ
や
が
る
な
。
此
方
や
、
か
う
見
え
た
つ
て
、
善
良
な
る
細
民

の
同
情
者
だ
。
僕
に
比
べ
る
と
、
乙
に
上
品
振
つ
て
取
り
繕
ろ
つ
て
る
君

達
の
方
が
余
つ
程
の
悪
者
だ
。
何
方
が
警
察
へ
引
つ
張
ら
れ
て
然
る
べ
き

だ
か
能
く
考
へ
て
見
ろ
」
（夏
目
漱
石

『明
暗
』
二
五
／
一
九
一
六
年
）

は
、
下

一
段
の
例
で
あ
る
が
、
先
に
見
た

「笑
か
し
ゃ
あ
が
る
」
の
例
と
ほ
ぼ

同
じ
用
法
と
見
ら
れ
、
や
は
リ
ワ
ラ
カ
ス
は
ワ
ラ
ハ
カ
ス
か
ら
転
じ
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
フ
ラ
ハ
カ
ス
が
現
在
で
も
西
日
本
に
お
い

て
用
い
ら
れ
る
語
で
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
、

２．

「笑
わ
か
す
」
（こ
れ
は
標
準
語
な
の
で
し
ょ
う
か
？
）
の

″わ
″
が
略
さ

れ
て

「笑
か
す
」
と
な
っ
た
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
が
、
ど
う
な
の
で
し

ょ
う
。
参
考
ま
で
に
、
「笑
わ
か
す
」
の
使
用
例
は

『○
○
ち
ゃ
ん
が
笑
わ

か
す
―
。』
（梅
花
女
子
大

。
愛
媛

。
女
）

２２
口
で
言
う
時
は
、
「わ
ら
か
す
」
と
言
う
け
ど
、
文
字

（て
い
ね
い
に
言
い

た
い
時
）
に
は
、
「わ
ら
わ
か
す
」
と
使
っ
て
ま
す
。
（関
西
大

・
兵
庫

・

女
）

の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ハ
カ
ス
↓
ヮ
ラ
カ
ス
の
変
化
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
同
様
の
変
化
が
生
じ
た
も
の
と
し
て
は
、

２３
ぼ
た
ん
の
花
所
望
と
人
の
い
ひ
け
れ
ば
、
引
引
洲
引
や
恩
に
き
せ
な
が
よ

ろ
ひ
草
（梅
盛
編

『口
真
似
草
』
二
／
一
六
五
六
年
〉

２４
ヤ
ま
だ
ち
つ
と
無
心
が
有
。
か
ゝ
様
の
数
珠
袋
を
春
日
祭
に
お
と
し
て
じ

や

一
つ
ぬ
ふ
て
し
ん
ぜ
た
い
。
此
き
れ
が
あ
ら
ば

一
尺
程
も
ら
か
す
事
は

成
ま
い
か
。
（近
松
門
左
衛
門

『持
統
天
皇
歌
軍
法
』
一
七
一
四
年
以
後
）

２５
か
ゝ
り
を
越
し
て
逸
れ
る
鞠
、
塀
の
外
面
へ
飛
来
れ
ば
、
こ
り
や
好
き
物

を
下
さ
れ
し
と
、
安
珍
嚇
て
籠
ふ
内
、
腰
元
ど
も
が
職
に
出
て
、
鷲
漂
静

な
山
伏
さ
ん
、
一戻
し
て
／
ヽ
も
ら
か
し
て
と
、
縫
れ
ば

（並
木
宗
輔

「道
成

寺
現
在
蛇
鱗
』
三
／
一
七
四
二
年
）

の
よ
う
な
、
モ
ラ
ハ
カ
ス

（
モ
ラ
フ
＋
カ
ス
）
↓
モ
ラ
カ
ス
の
例
が
存
す
る
。

岸
田

（
一
九
八
四
）
は
、
「頭
子
音
を
持
つ
ア
列
音
節
の
脱
落
」
の
現
象
に
つ

い
て
、
「ア
列
音
節
の
あ
と
に
お
い
て
脱
落
す
る
も
の
が
も
っ
と
も
多
く
見
ら

れ
」
る
と
し
、
カ
ス
型
動
詞
の
例
と
し
て
、
モ
ラ
ハ
カ
ス
↓
モ
ラ
カ
ス
、
フ
ラ

ハ
カ
ス
↓
フ
ラ
カ
ス
を
掲
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
カ
ス
型

動
詞
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
変
化
を
生
じ
て
い
る
の
は
こ
の
二
語
だ
け
で
あ
り
、

例
え
ば
ク
サ
ラ
カ
ス
、
ト
ガ
ラ
カ
ス
、　
ハ
ヤ
ラ
カ
ス
、
ア
マ
ヤ
カ
ス
な
ど
は
、

こ
れ
と
同
じ
条
件
を
備
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
＊
ク
サ
カ
ス
、
＊
ト
ガ
カ

ス
、
＊
ハ
ヤ
カ
ス
、
＊
ア
マ
カ
ス
の
よ
う
な
脱
落
形
を
生
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
を

単
な
る
偶
然
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
モ
ラ
カ
ス
ｏ
フ
ラ
カ
ス
の
場
合
、
変

化
に
よ
っ
て
生
じ
た
形
が
、
何
れ
も
～
ラ
カ
ス
に
な
る
と
い
う
点
が
注
意
さ
れ

る
。
応
用
型
の
カ
ス
型
動
詞
に
は
、
～
ラ
カ
ス
の
形
を
取
る
も
の
が
多
く
、
蜂

矢

（
一
九
九

一
）
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
ま
で
に
見
ら
れ
る
カ
ス
型
動
詞

一
〇

一
例
中
、
～
ラ
カ
ス
が
五
七
例
と
最
も
多
く
、
～
ハ
カ
ス
の
一
〇
例
、
～
マ
カ

ス
の
七
例
、
～
ヤ
カ
ス
の
六
例
、
～
バ
カ
ス
の
四
例
な
ど
を
圧
倒
し
て
お
り
、

し
か
も
時
代
が
下
る
ほ
ど
、
「
カ
ス
の
直
上
の
音
節
は
ラ
に
集
中
し
て
行
く
様
子



が
窺
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ス
型
動
詞
に
お
い
て
～
ラ
カ

ス
の
形
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
は
、
～
ラ
カ
ス
が
い
わ
ば

「最
も
落
ち
着
き
の
良

い
形
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
カ
ス
の
上

に
ラ
が
膠
着
し
て
再
肥
大
し
た
接
尾
辞
ラ
カ
ス
が
、
右
の
よ
う
な
状
況
の
下
で

生
じ
た
こ
と
は
、
既
に
阪
倉

（
一
九
四
六
）
及
び
蜂
矢

（
一
九
九

一
）
の
指
摘

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
モ
ラ
カ
ス
ｏ
ワ
ラ
カ
ス
の
成
立
と
安
定
に
際
し
て
も
、

こ
れ
と
同
様
の
理
由
が
働
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
ワ
ラ
ケ
ル
の
意
味
と
出
自

ワ
ラ
ケ
ル
と
い
う
語
は
、
現
行

一
般
の
小
型
国
語
辞
書
に
は
も
ち
ろ
ん
、
大

型
辞
書
に
も
登
録
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
活
字
資
料
の
例
と
し
て
は
、

２６
ハ
ラ
で
笑

っ
て

背
ス
ジ
で
ふ
る
え
る
映
画
″
　
何
こ
の
映
画
？
　
デ
タ

ラ
メ
じ
ゃ
ん
。
無
責
任
じ
ゃ
ん
。
バ
カ
バ
カ
し
く
て

フ
ラ
け
ち
ゃ
う
じ
ゃ

ん
。
で
も
ブ
ル
ッ
と
怖
い
ん
だ
よ
ね
、
明
日
に
で
も
現
実
ん
な
り
そ
う
だ

か
ら
。
―
―
し
り
あ
が
り
寿

（映
画

Ｓ
ｒ
＞
い
く
口
「
∽
発
狂
す
る
唇
』
の
広

告
チ
ラ
シ
／
二
〇
〇
〇
年
）

の
例
が
管
見
に
入
っ
た
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
関
西
の
大
学
生
対
象
調
査
で
は
、

（１０
）

フ
ラ
ケ
ル
を
使
う

¨
一
四
七
名

（７３
・
５
％
）

ワ
ラ
ケ
ル
を
使
わ
な
い
が
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

¨
四

一
名

（２０

．
５
％
）

ワ
ラ
ケ
ル
を
使
わ
な
い
し
、
知
ら
な
い
¨
一
二
名

（６

●
０
％
）

と
い
う
結
果
で
、
使
用
率
は
ワ
ラ
カ
ス
の
場
合
よ
り
や
や
下
が
る
も
の
の
、
「使

う
」
と
回
答
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
回
答
中
に
は
、

２７
話
し
言
葉
で
、
「笑
え
る
」
と
い
う
時
に
使
う
。
…
中
略
…
特
に
友
達
同
志

で
ふ
ざ
け
合
っ
て
、
「ア
ホ
や
な
」
と
か
と
一
緒
に
使
う
。
話
し
言
葉
以
外

で
は
使
わ
な
い
。
（梅
花
女
子
大

・
滋
賀

。
女
）

２８
文
章
で
書
く
時
に
は
、
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ
ん
。
使
う
と
、
な
に
か
変
な

感
じ
に
な
る
か
ら
。
（関
西
大

・
兵
庫

・
女
）

の
よ
う
に
国
語
性

・
俗
語
性
を
指
摘
す
る
も
の
の
ほ
か
、
多
数
見
ら
れ
た
の
は
、

２９

一
番
良
く
使
う
の
は
、
笑
う
と
い
け
な
い
時
に
、
誰
か
、
友
人
な
ん
か
に

笑
わ
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
て
我
慢
し
て
い
る
時
、
不
意
に
笑
わ
さ

れ
た
時
だ
と
思
う
。
（梅
花
女
子
大

。
大
阪

。
女
）

３０
笑
い
た
く
な
い
の
に
笑
え
て
き
た
時
と
か
、
真
剣
な
時
に
笑
え
て
き
た
時
、

（笑
っ
た
ら
い
け
な
い
時
と
か
に
）
特
定
の
人
や
物
な
ど
を
見
て
い
る
だ

け
で
お
も
し
ろ
く
て
笑
え
る
時
と
か
に

「あ
の
人
わ
ら
け
る
わ
」
と
か
、

「あ
れ
み
て
る
と
わ
ら
け
て
く
る
わ
。

」
な
ど
と
使
う
。
（花
園
大
。滋
賀
・

女
）

の
よ
う
に
、
笑
い
た
く
な
い
、
も
し
く
は
笑
っ
て
は
い
け
な
い
状
況
に
も
拘
ら

ず

「自
然
と

（思
わ
ず
）
笑
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
、
自
発
表
現
に
用
い
る
と

い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ワ
ラ
カ
ス
の

「笑
っ
て
は
い
け
な
い
時
に
無
理

や
り
笑
わ
せ
る
」
と
い
う
意
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

３．
笑
け
る
＝
お
も
し
ろ
い
に
近
い
と
思
う
。
（梅
花
女
子
大

。
大
阪

。
女
）

の
よ
う
な

「
お
も
し
ろ
い
」
「お
か
し
い
」
と
い
う
形
容
詞
と
類
義
的
に
用
い
る

と
い
う
も
の
も
多
数
見
ら
れ
た
。　
一
方
、
関
東
の
大
学
に
お
け
る
調
査
で
は
、

（Ｈ
）

ワ
ラ
ケ
ル
を
使
う

¨
一
五
名

（５
●
０
％
）

フ
ラ
ケ
ル
を
使
わ
な
い
が
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

¨
四
八
名

（１５
。
９
％
）

ワ
ラ
ケ
ル
を
使
わ
な
い
し
、
知
ら
な
い
¨
二
三
八
名

（７９

。
１
％
）

の
ご
と
く
、
「使
う
」
「聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」
を
併
せ
て
も
全
体
の
三
割
程
度

に
過
ぎ
ず
、
ワ
ラ
カ
ス
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い

る
。
な
お
、
ワ
ラ
ケ
ル
を
使
用
す
る
年
齢
層
に
つ
い
て
、
「京
都
市
の
一
部
の
若

年
層
に
見
ら
れ
る
語
。
老
年
層
で
は
こ
れ
に
相
当
す
る
語
が
な
く
、
「
ワ
ヨ
ア



シ
マ
ウ

（笑
っ
て
し
ま
う
と

な
ど
と
言
う
。
少
な
く
と
も
京
都
市
で
は
古
い
語

で
は
な
い
」
（中
井

一
九
九
七
）
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

，０
、３２

当
た
り
前
に
使
い
す
ぎ
て
い
て
、
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け
ど
、

よ
く
考
え
る
と
、
私
の
母
親
が
使
っ
て
い
る
の
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
気

が
す
る
の
で
、
世
代
の
低
い
人
が
主
に
使
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

（関
西
大

・
京
都

。
女
）

３３

「笑
か
す
」
は
よ
く
お
母
さ
ん
と
か
、
年
上
の
人
達
が
使
っ
て
い
る
の
は

思
い
出
せ
る
け
ど
、
お
母
さ
ん
が

「笑
け
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
あ
ま

り
使
っ
て
」
な
い
と
思
う
。
（花
園
大

。
大
阪

・
女
）

の
よ
う
な
回
答
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ワ
ラ
カ
ス
が
比
較
的
高
い
年
齢

層
に
お
い
て
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
フ
ラ
ケ
ル
は
若
年

層
で
の
み
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
フ
ラ

ケ
ル
は
、
近
時
に
関
西
に
お
い
て
成
立
し
た
語
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

四
　
ワ
ラ
ケ
ル
の
成
立

ワ
ラ
ケ
ル
が
い
つ
頃
か
ら
現
わ
れ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
よ

う
に
、
そ
の
使
用
が
若
年
層
に
限
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
か
な
り
新
し
い

語
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
管
見
の
範
囲
で
は
、

３４
列
列
引
ノレ‐

《動
下

一
》
笑
い
こ
け
る
。
「あ
ん
ま
り
わ
ら
か
さ
ン
と
い
て

ヤ
。
ワ
ラ
ケ
テ
何
も
デ
キ
ヒ
ン
」。
「わ
ら
か
す
」
（他
動
）
に
対
し
て
自
動

詞
と
し
て
使
う
。
（井
之
口
有
一
・堀
井
令
以
知
編

『分
類
京
都
語
辞
典
」
一
九

七
九
年
）

と
い
う
辞
書
の
例
が
早
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
記
載
に
あ
る
よ
う

に
、
フ
ラ
ケ
ル
と
フ
ラ
カ
ス
は
自
動
詞
―
他
動
詞
の
対
応
関
係
に
あ
る
と
意
識

さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
中
に
も
、

３５

「わ
ら
け
る
」
が
自
動
詞
な
の
に
対
し
て

「わ
ら
か
す
」
は
他
動
詞
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
（関
西
大

。
大
阪

。
女
）

の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ケ
ル
の
語
義
を
説
明
し
よ
う
と

す
る
文
章
中
に
、

３６

（「笑
け
る
」
は
）
相
手
と
一
緒
に
笑
う
と
い
う
よ
り
、
自
分
が
し
た
ま
ぬ

け
な
こ
と
や
、
相
手
が
し
た
突
飛
な
行
動
（話
）
に
笑
か
さ
れ
る
と
い
っ
た

か
ん
じ
。
（関
西
大

・
兵
庫

。
女
）

３７

（「笑
け
る
」
を
）
い
つ
使
っ
て
い
る
と
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
相
手
に

剣
洲
剖
れ
た
と
き
に
自
然
に
日
か
ら
出
て
く
る
。
（梅
花
女
子
大
。大
阪
・

女
）

の
ご
と
く
、
フ
ラ
カ
ス
が
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
な
お
、

ワ
ラ
ケ
ル
と
ワ
ラ
カ
ス
の

「無
理
や
り
笑
う
よ
う
に
し
む
け
る
」
と
い
う
働
き

か
け
を
受
け
た
結
果
、
そ
の
影
響
を
被
っ
て
、
フ
ラ
ケ
ル
す
な
わ
ち

「思
わ
ず

笑
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
対
応
は
、
ふ
つ
う

〈使
役
〉
と

〈自
発
〉
の
関
係
と

分
析
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
ワ
ラ
ウ
ー
ワ
ラ
カ
ス
と
同
様
の
自
動
詞
―
他
動

詞
の
対
応
と
す
る
の
は
、
あ
る
い
は
正
確
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

フ
ラ
ケ
ル
ー
ワ
ラ
カ
ス
は
、
マ
ケ
ル
ー
々

カ
ス
、
フ
ヤ
ヶ
ル
ー
，フ
ヤ
カ
ス
、
ト

ロ
ケ
ル
ー
ト
ロ
カ
ス
な
ど
の

［お
日
］―
［出
雀
］
と
い
う
自
他
対
応
例
と
同
じ

秘
繭
け
』
協
」
な
韓
痢
畿
ｒ
刹
『
［
「
瀬
蹴
珠
切
に
ぼ
講
詢
い
い
［
潮
』
嘲
崚

者
が
自
他
の
対
応
と
見
な
さ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
ワ
ラ
ケ
ル
と
ワ
ラ
カ
ス
は
自
他
の
対
応
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
こ

と
に
加
え
、
近
時
は
両
語
と
も
に
関
西
で
多
く
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
て
、
し

か
も
ワ
ラ
ケ
ル
が
比
較
的
最
近
に
現
わ
れ
た
語
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
判
断
す



る
と
、
ワ
ラ
ケ
ル
は
ワ
ラ
カ
ス
よ
り
派
生
し
た
も
の
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
と
類
似
の
派
生
例
と
し
て
は
、

３８
矢
場
「何
サ
タ
ァ
ど
ふ
か
い
ふ
風
が
ぶ
い
て
、
ツ
イ
、
フ
ラ
ノ
ヽ
と
び
劉
れ

じ
に
行
て
九
ツ
を
打
て
、
モ
ウ
す
つ
ぱ
り
ひ
や
け
た
か
ら
、
ぶ
ら
／
ヽ
と

帰
り
が
け
、
（瀧
亭
鯉
丈

『滑
稽
和
合
人
』
二
上
／
一
八
四
四
年
）

の
よ
う
な
ヒ
ヤ
カ
ス
↓
ヒ
ヤ
ケ
ル
、

３９
余
り
に
さ
ふ
´
ヽ
し
き
ゆ
へ
、
一二
人
の
女
郎
も
か
け
来
り
「
フ
ャ
何
で
ご
ぜ

へ
ま
す
ヱ
、
と
ん
だ
お
客
だ
ヨ
、
き
つ
い
し
や
れ
さ
」
な
ど
ゝ
ち
や
ら
か
し

て
も
、　
一
向
聞
つ
け
ず
に
お
ど
り
さ
は
ぐ
ゆ
へ
、
（式
亭
三
馬

『辰
巳
婦
書ξ

一
七
九
八
年
）

４０
チ
ャ
ラ
ケ
ル
　
チ
ヤ
ラ
を
い
ふ
な
ど
云
。
チ
ヤ
ラ
を
云
り
。
（大
田
全
斎
『僅

言
集
覧
』
一
七
九
七
～
一
八
二
九
年
頃
）

の
よ
う
な
チ
ャ
ラ
カ
ス
↓
チ
ャ
ラ
ケ
ル
の
例
が
あ
り
、
本
来
型
で
は
あ
る
が
、

４．
対
の
絣
を
き
て
、
襦
袢
の
自
襟
の
あ
い
だ
か
ら
首
い
つ
ぱ
い
の
毛
糸
ジ
ャ

ケ
ツ
を
の
ぞ
か
し
て
い
る
こ
の
青
年
は
、
…
中
略
‥
そ
の
と
き
今
の
ジ
ャ

ケ
ツ
を
き
て
き
た
の
だ
つ
た
が
、
前
々
か
ら
白
い
襦
袢
で
い
た
の
を
、
そ

れ
も
取
り
か
え
た
ら
し
く
、
首
と
袖
口
と
か
ら
の
ぞ
け
た
ジ
ャ
ケ
ツ
は
黄

茶
色
の
色
だ
け
で
も
温
か
そ
う
に
見
え
た
。
（中
野
重
治

『む
ら
ぎ
も
し
八
／

一
九
五
四
年
）

と
い
う
ノ
ゾ
カ
ス
↓
ノ
ゾ
ケ
ル
も
類
例
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
カ
ス
型
他
動
詞
か
ら
ケ
ル
型
自
動
詞
へ
と
い
う
派
螺
が
要
因
と

し
て
、
先
に
掲
げ
た
ト
ロ
ケ
ル
ー
ト
ロ
カ
ス
、
フ
ヤ
ケ
ル
ー
ラ
ヤ
カ
ス
等
の

自
他
対
応
例

↑
」
れ
ら
は
自
↓
他
の
派
生
）
へ
の
類
推
と
と
も
に
、
［出
８
］
↓

［お
【Ｌ

と
い
う
自
動
詞
派
生
の
造
語
作
用
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
指
摘
が
参
照
さ
れ
る
。
佐
久
間

（
一
九

五

一
）
は
、
「
ち
れ
る
」
を

「散
る
」
と
い
う
自
動
詞
の
代
り
に
使
う
こ
と
は
、

日
頭
語
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
日
語
と
し
て
は
、
「ち
ら
す
」
に
対
応
し
て
い

る
関
係
上
、
む
し
ろ
語
感
に
ぴ
っ
た
り
く
る
趣
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
」
（‐３‐
頁
）

と
述
べ
て
お
り
、
チ
ル
ー
チ
ラ
ス
と
い
う
本
来
の
自
他
対
応
が
存
す
る
に
も
拘

ら
ず
、
［出
８
］
型
の
他
動
詞
チ
ラ
ス
を
基
準
に
し
た
場
合
に
は

Ｔ
ｏ
日
］
型
の

自
動
詞
チ
レ
ル
が
派
生
す
る
と
い
う
、
こ
の
派
生
形
式
の
造
語
力
の
強
さ
が
窺

わ
れ
る
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

五
　
体
系
意
識
の
支
え

・
表
情
音

前
述
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
は
、

４２
笑
か
す
＝
笑
わ
す
と
い
う
事
も
言
え
る
と
思
う
。
（梅
花
女
子
大
。大
阪
・

女
）

４３

「笑
わ
す
」
が
変
化
し
て

「笑
か
す
」
に
変
化
し
た
も
の
。
（花
園
大
。大

阪

。
男
）

４４

∩
笑
け
る
」
は
）
話
し
言
葉
で
、
「笑
え
る
」
と
い
う
時
に
使
う
。
（梅
花

女
子
大

・
滋
賀

・
女
）

４５

（「笑
か
す
」
は
）
「笑
わ
す
」
が
も
と
の
形
と
思
う
。
／
∩
笑
け
る
」
は
）

「笑
え
る
」
が
も
と
の
形
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
（関
西
大
。
大
阪
。男
）

の
よ
う
な
ワ
ラ
カ
ス
ー
ウ
ラ
ケ
ル
を
ワ
ラ
ワ
ス
ー
ウ
ラ
エ
ル
と
関
係
づ
け
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
俗
語
的
な
言
い
方
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
フ
ラ
エ

ル
は
本
来
、
「笑
う
に
笑
え
な
い
話
」
の
よ
う
に
ワ
ラ
ウ
の
可
能
動
詞
と
し
て
成

立
し
た
も
の
で
、
可
能
用
法
の
見
ら
れ
な
い
フ
ラ
ケ
ル
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
が
、
近
年
は
フ
ラ
ケ
ル
と
類
義
的
な
、

４６
あ
ん
ま
り
辛
辣
な
毒
舌
な
の
で
笑
え
て
き
た
り
す
る
。
（清
水
義
範
Ｆ
」
と
ば

の
見
本
市
」
「日
本
語
必
笑
講
座
』
二
〇
〇
〇
年
）



の
よ
う
な
自
発
表
現
や
、

４７
以
下
の
話
は
、
実
は
ま
っ
た
く
バ
カ
バ
カ
し
い
の
だ
が
、
・‥
中
略
…
冗
談
と

し
て
読
め
ば
、
な
か
な
か
劉
川
引
話
で
は
あ
る
。
（川
尻
徹
『ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム

ス
最
後
の
天
啓
」

一
九
九
〇
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｕ

の
よ
う
な

「
お
も
し
ろ
い
」
「
お
か
し
い
」
意
の
形
容
詞
的
用
法
が
目
立
つ
。
後

者
の
形
容
詞
的
な
ワ
ラ
エ
ル
は
、

４８

「笑
え
る
」
と
い
う
言
い
方
も
、
自
己
の
対
象
化
方
法
の

一
つ
で
あ
る
。

笑
え
る
は
、
も
と
も
と
笑

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
に
、
面
白
さ
を
見
つ
け

た
と
き
に
、
あ
る
い
は
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
対
し
笑
い
を
こ
ら
え
て
い

る
自
分
に
対
し
、
「笑
え
る
」
と
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
か
っ
て
、

一
世
を
風
靡
し
た
青
春
ド
ラ
マ
な
ど
は
、
新
人
類
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

「笑
え
る
」
対
象
な
の
で
あ
る
。
（佐
藤
郡
衛

「新
人
類
語
」
「新
人
類
が
や
っ

て
き
た
ノ
ー
ー
管
理
職
の
た
め
の
若
者
大
研
究
』
一
九
八
七
年
）

４９
笑
え
る

【わ
ら
―
え
る
】
こ
の
世
に
絶
対
な
ど
な
い
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
、
何
か
を
見
て
、
と
り
あ
え
ず

″感
動
″
し
た
時
に
使
う
コ
ト
パ
。
「
タ

モ
リ
と
さ
ん
ま
の
あ
の
ア
ド
リ
ブ
、
あ
れ
、
笑
え
る
」
と
い
う
時
は
、
ま

あ
、
「
お
か
し
い
」
「面
白
い
」
と
か
、
と
い
う
意
味
だ
。
…
中
略
…

「笑
え

る
」
に
は
、
「笑
お
う
と
思
え
ば
、
笑
え
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
屈
折

し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
…
以
下
略
…

（中
野
収

『若
者
文
化
術
語
集
』
一

九
八
七
年
）

の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る

「若
者
語
」

な
い
し

「新
人
類
語
」
と
し
て
、
若
年
層
を
中
心
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
った
も
の
で
あ
る
。
ワ
ラ
ケ
ル
が
若
年
層
に
広
く
調
も
ら
れ
る
背
景
に
は
、

こ
の
フ
ラ
エ
ル
の
存
在
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
フ
ラ
カ
ス
ー
ウ
ラ
ケ
ル
使
用
者
の
意
識
を
図
式

化
し
て
示
せ
ば
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（他
〉
　

　

　

（自
）

（正
）
ワ
ラ
ワ
ス
ー
ー
ヮ
ラ
エ
ル

一一　

　

　

　

　

　

〓

（訛
）
ワ
ラ
カ
ス
ー
↓
ヮ
ラ
ケ
ル

近
世
以
降
の
カ
ス
型
動
詞
は
、
チ
ラ
カ
ス
や
ヒ
ヤ
カ
ス
の
よ
う
に
別
の
意
味
に

転
化
し
た
も
の
以
外
は
、
本
来
の
他
動
詞
と
の
用
法
の
差
異
が
稀
薄
に
な
り
、

多
く
の
も
の
は
そ
の
存
在
価
値
を
失
っ
て
消
え
て
い
っ
た
（青
木

一
九
九
八
ａ
）

と
さ
れ
る
が
、
本
来
の
他
動
詞
で
あ
る
ワ
ラ
ワ
ス
と
意
味
の
上
で
大
き
な
異
な

り
が
見
ら
れ
な
い
フ
ラ
カ
ス
や
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
ワ
ラ
ケ
ル
が
、
地
域
的
な

偏
り
は
あ
る
も
の
の
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
「体
系
意
識
」

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ワ
ラ
フ
ス
は
関

［
康

一 多
は
酬
¨
あ
榊
出
嬬
Ｗ
“
¨
脚
結
調
請
け
脚
”
お
り
彙

関 ノレ
¨
け
濠
酬
“
』

じ
や
す
く
、
そ
れ
が
関
西
に
お
け
る
ワ
ラ
カ
ス
、
ヮ
ラ
ケ
ル
の
高
い
使
用
率
と

な
っ
て
表
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
体
系
は
ワ
ラ
カ

ス
の
原
形
で
あ
る
ワ
ラ
ハ
カ
ス
の
段
階
で
は
生
じ
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ

カ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ケ
ル
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
根
底
に
、
フ
ラ
ハ

カ
ス
か
ら
ワ
ラ
カ
ス
ヘ
の
語
形
変
化
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
ワ
ラ
カ
ス
が
ワ
ラ
フ
ス
の
、
フ
ラ
ケ
ル
が
ワ
ラ
エ
ル
の
俗
語
形

。
転
訛

形
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
ヤ
ブ
ル
ー
ヤ
ブ
レ
ル
に
対
す
る
ヤ

ブ
ク
ー
ヤ
ブ
ケ
ル
の
関
係
が
参
考
に
な
ろ
う
。
ヤ
ブ
ク
ー
ヤ
ブ
ケ
ル
は
も
と
も



と
、
ヤ
ブ
ル
ー
ヤ
ブ
レ
ル

（破
）
と
サ
ク
ー
サ
ケ
ル

（裂
）
が
混
清
し
て
で
き

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
旧
い
国
語
辞
書
に
は
、
ヤ
ブ
ク
を

「や
ぶ
る
の
訛
」

翁
大
日
本
国
語
辞
典
』
『大
言
海
』
『広
辞
苑
』
初
版
な
ど
）
と
す
る
も
の
が
多

い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、　
一
般
に
は
ヤ
ブ
ル
ー
ヤ
ブ
レ
ル
の
転
訛
形
と

（‐７
）

意
識
さ
れ
て
い
る
。

（正
）
ヤ
ブ
ル
ー
ー
ー
ヤ
ブ
レ
ル

一一　

　

　

　

　

　

　

〓

（訛
）
ヤ
ブ
ク
ー
ー
↓
ヤ
プ
ケ
ル

（他
）
　

　

　

（自
）

こ
の
よ
う
な
ワ
ラ
カ
ス
ー
ワ
ラ
ケ
ル
、
ヤ
ブ
ク
ー
ヤ
ブ
ケ
ル
と
い
う
力
行
音
を

含
む
形
が
、
「本
来
の
形
か
ら
の
転
訛
に
よ
る
俗
語
表
現
」
と
見
な
さ
れ
る
の
は
、

Ｔ
］
と
い
う
破
裂
音
が

一
種
の
表
情
的
な
音
の
ご
と
く
意
識
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
は
、
ヤ
ハ
リ
↓
ヤ
ッ
パ

リ
、
ア
マ
リ
↓
ア
ン
マ
リ
、
ヒ
ド
イ
↓
ヒ
ド
ー
イ
の
よ
う
に
、
日
調
や
情
的
表

現
の
た
め
に
促
音

。
撥
音

。
長
音
が
挿
入
さ
れ
る

〈挿
入
表
情
音
〉
が
あ
り
、

成
人
語
に
対
す
る
幼
児
語
、
知
的
伝
達
に
対
す
る
表
情
表
現
の
ほ
か
、
通
常
語

に
対
す
る
俗
語
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

（渡
辺

一
九
九
七
／
８４
～
８９

頁
）。
こ
の
挿
入
表
情
音
の
う
ち
、
促
音
は
破
裂
音
、
破
擦
音
、
摩
擦
音
を
伴
う

と
こ
ろ
か
ら
、
促
音
と
共
起
す
る
こ
れ
ら
の
音
も
同
じ
く
表
情
音
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
促
音
を
伴
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
同
様
の
意
識
が

持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヤ
ッ
パ
リ

・
ピ
ッ
タ
リ
を

ヤ
ッ
パ
シ
・
ピ
ッ
タ
シ
の
よ
う
に
言
う
類
も
、
こ
れ
と
同
様
の
も
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
近
世
以
降
に
お
け
る
カ
ス
型
動
詞
の
展
開
の
一
例
を
ワ
ラ
カ
ス
ー
ワ

ラ
ケ
ル
と
い
う
語
を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
た
。
ワ
ラ
カ
ス
の
成
立
に
は
音
韻
脱

落
の
ほ
か
に
、
～
ラ
カ
ス
の
形
の
安
定
性
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、

こ
れ
に
関
連
し
て
、
現
代
の
名
古
屋
方
言
に
ラ
カ
ス
と
い
う
肥
大
し
た
接
尾
辞

が
定
着
し
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
ワ
ラ
ケ

ル
の
成
立
に
関
し
て
は
、
カ
ス
型
動
詞
か
ら
ケ
ル
型
自
動
詞
が
派
生
す
る
こ
と

（‐８
）

を
述

べ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
中
部
地
方

の
方
言
に
コ
ワ
カ
ス
ー
当

ワ
ケ
ル

（壊
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、

近
世
以
降

の
カ
ス
型
動
詞
を
論
じ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
言
語
形

を
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

（二
〇
〇
〇

・
八

・
二
八
稿
）

圧̈（１
）
　
〈参
考
文
献
〉
に
掲
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
次
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。

青
木
博
史

「カ
ス
型
動
詞
の
派
生
」
翁
国
語
学
」
鵬
一
九
九
七
・
三
）

松
本
な
お
み

「接
尾
語

「
日
か
す
」
の
表
現
価
値
」
η
成
険
国
文
Ь
ｌ２
一
九
七
八
・

一
一
一）

柳
田
征
司

『室
町
時
代
語
を
通
し
て
見
た
日
本
語
音
韻
史
」
武
蔵
野
書
院

一
九
九
二
・

六

（２
）

阪
倉

（
一
九
四
六
）、
吉
田

（
一
九
五
九
）
等
を
参
照
。

（３
）

一
一〇
〇
名
中
、
近
畿
地
方

（大
阪

・
兵
庫

・
京
都

・
奈
良

・
滋
賀

・
和
歌
山
）
出

身
は

一
六
四
名
。

（４
）

近
畿
出
身
者
は

「使
う
」
と
答
え
た
者
が
８７
・２
％

（
一
六
四
名
中

一
四
三
名
）、

そ
の
他
は
５８
・３
％

（三
六
名
中
二
一
名
）。

（５
）

三
〇

一
名
中
、
近
畿
出
身
は
五
名
で
あ
る
が
、
五
名
と
も
に
フ
ラ
カ
ス
を

「使
う
」

と
回
答
。



（６
）

第
五
版
ま
で
に
は

「古
語
」
の
註
記
な
し
。

（７
）

第
二
版
ま
で
は

「わ
ら
か
す
」
の
項
目
な
し
。

（８
）

行
論
の
都
合
上
、
こ
の
フ
ラ
ハ
カ
ス
と
後
掲
の
モ
ラ
ハ
カ
ス
は
歴
史
的
か
な
づ
か

い
で
表
記
す
る
。

（９
）

『改
修
言
泉
』
２

九
二
八
）、
『広
辞
苑
」
２

九
二
八
）、
「日
本
国
語
大
辞
典
」
■

九
七
六
）、
「大
辞
泉
』
２

九
九
五
）、
お
よ
び
佐
久
間

（
一
九
五

一
）
等
。

（１０
）

近
畿
出
身
者
は

「使
う
」
と
答
え
た
者
が
８０
．５
％

（
一
六
四
名
中

一
三
二
名
）、

そ
の
他
は
４．

．
７
％

（三
六
名
中

一
五
名
）。

近
畿
出
身
者
五
名

（全
員
）
を
含
む
。

寺
村

（
一
九
八
二
）
器
頁
等
を
参
照
。

チ
ラ
カ
ス
に
対
す
る
自
動
詞
チ
ラ
カ
ル
の
場
合
は
例
外
的
な
も
の
の
ご
と
く
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
他
動
詞
チ
ラ
ケ
ル
が
介
在
す
る
た
め
に
生
じ
た
特
殊
な
例
と
考
え

ら
れ
る
。
橋
本

（二
〇
〇

一
）
参
照
。

可
能
動
詞
の
自
発
用
法
、
形
容
詞
化
に
つ
い
て
は
、
渋
谷

（
一
九
九
七
）
を
参
照
。

こ
の
ほ
か
フ
ラ
ケ
ル
安
定
の
要
因
と
し
て
、　
ニ
ヤ
ケ
ル
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
語
は
本
来
、
男
性
が
女
性
的
な
様
子

・
ふ
る
ま
い
を

す
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
に
や
に
や
笑
う
意
に
語
義
変
化
を

起
こ
し
て
い
る

（矢
島

一
九
九
六
参
照
）。
ニ
ヤ
ケ
ル
と
フ
ラ
ケ
ル
は
と
も
に
～
ケ
ル

の
形
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、　
ニ
ヤ
ケ
ル
も
ワ
ラ
ケ
ル
と
同
じ
く

「自
然
と
笑
っ
て

し
ま
う
」
と
い
う
自
発
表
現
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
声
を
出
さ
ず
に

に
や
に
や
笑
っ
て
し
ま
う
意
が
ニ
ヤ
ケ
ル
、
声
を
立
て
て
笑

っ
て
し
ま
う
意
が
ワ
ラ

ケ
ル
と
い
う
対
応
関
係
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
田

（
一
九
七
七
）
２‐７
頁
等
を
参
照
。

柴
田

（
一
九
七
七
）
を
参
照
。

岐
阜
県
立
郡
上
高
等
学
校
編

「郡
上
方
言
」
第

一
集

（
一
九
五
二
）
等
を
参
照
。

な
お
こ
の
語
の
存
在
は
、
矢
島
正
浩
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

〈参
考
文
献
〉

青
木
博
史

（
一
九
九
八
ａ
）
「カ
ス
型
動
詞
の
消
長
」
翁
国
語
国
文
』
６７
‐
７
）

青
木
博
史

（
一
九
九
八
ｂ
）
「デ
カ
ス
の
成
立
」
翁
国
語
語
彙
史
の
研
究
」
１７
）

岸
田
武
夫

（
一
九
八
四
）
『国
語
音
韻
変
化
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院

郡
史
郎

（
一
九
九
七
）
「僅
言

大
阪
市
特
有
の
こ
と
ば
と
、
そ
の
使
用
実
態
」
η
大
阪
府

の
こ
と
ば
』
明
治
書
院
）

阪
倉
篤
義

（
一
九
四
六
）
「接
尾
語
の
一
考
察
」
η
国
語
国
文
』
１５
‐
Ｈ
）

佐
久
間
鼎

（
一
九
五

一
）
「現
代
語
日
本
語
の
表
現
と
語
法
」
（改
訂
版
）
厚
生
閣

柴
田
武

（
一
九
七
七
）
「
ホ
コ
ロ
ビ
ル
・
ハ
チ
キ
レ
ル
・
ヤ
ブ
レ
ル
・
ヤ
ブ
ケ
ル
」
η
月
刊

百
科
」
１５７

『言
葉
の
意
味
２

辞
書
に
書
い
て
な
い
こ
と
』
平
凡
社

一
九
七
九
に
再
掲
）

渋
谷
勝
己
（
一
九
九
七
）
「日
本
語
可
能
動
詞
の
諸
相
と
発
展
」
含
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
』

３３
第

一
冊
）

寺
村
秀
夫

（
一
九
八
二
）
『日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
Ｉ
」
く
ろ
し
お
出
版

中
井
幸
比
古

（
一
九
九
七
）
「僅
言
」
η
京
都
府
の
こ
と
ば
し
明
治
書
院
）

橋
本
行
洋

（二
〇
〇

一
）
「チ
ラ
カ
ル
の
成
立
し
η
前
田
富
秩
先
生
退
官
記
念
諭
集

日
本

語
日
本
文
学
の
研
究
』
同
刊
行
会
）

蜂
矢
真
郷

（
一
九
九

一
）
「
カ
ス
型
動
詞
の
構
成
」
η
日
本
古
典
の
眺
望
』
桜
楓
社
）

前
田
勇

（
一
九
七
七
）
『大
阪
弁
」
朝
日
新
聞
社

一
九
七
七

。
二

矢
島
正
浩

（
一
九
九
六
）
「や
に
さ
が
る
ｏ
に
や
け
る
」
３
日
本
語
学
』
１５
‐
３
）

吉
田
金
彦

（
一
九
五
九
）
「
口
語
的
表
現
の
語
彙

『―
か
す
ヒ

（『国
語
国
文
し
器
‐
４
）

渡
辺
実

（
一
九
九
七
）
「日
本
語
史
要
説
』
岩
波
書
店

〔附
記
〕
本
稿
は
第

一
七
四
回
近
代
語
研
究
会
春
期
大
会

（二
〇
〇
〇

・
五

・

二
六
、
於
、
共
立
女
子
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。
発
表
の
席
上
及
び
発
表
後
に
御
意
見

・
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
方
々
、

ま
た
煩
雑
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
御
協
力
下
さ
っ
た
平
林

一
利
、
山
田
昌

裕
の
両
氏
に
対
し
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

―
―
花
園
大
学
助
教
授
―
―
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